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鹿屋市 柳谷町内会



土台づくり

• 企業会計原則 （人財・帳簿（数字で語る）・総力戦・納税）

• リーダー不可欠．感動と感謝で人の心をゆさぶる。

• リーダーは親しみやすくて、近付きがたい人（勇気と度胸）

• 地域活動に補欠はいない。
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サツマイモ栽培

平成１４年７月１２日 記事



平成１４年７月１４日 記事

土着菌を飼料に１．５%程度の割合で

混ぜて直接牛に食べさせることで、牛
の体調も良くなり、畜産臭気をなくし、
そのおかげでハエも減少している。



家
畜
ふ
ん
尿
の
悪
臭
対
策

平成１３年９月 記事

串良町 ・ 柳谷集落が一丸で
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
外
部
に
出
さ
ず
、

管
理
施
設
で
の
処
理
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
「
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
法
」
。
完

全
施
工
を
三
年
後
に
控
え
て
早
急
な

対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
柳
谷
集
落

で
は
、
集
落
ぐ
る
み
で
環
境
対
策
に

乗
り
出
し
た
。
こ
れ
は
、
土
着
菌
を

利
用
し
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
家
畜

の
排
せ
つ
物
処
理
な
ど
を
行
う
取
り

組
み
だ
。

土着菌センター内で完成した菌を住民に配布

出
来
上
が
っ
た
土
着
菌
を
集
落

内
の
全
家
畜
に
与
え
、
ふ
ん
尿

の
無
臭
化
を
図
っ
て
い
る
。
糖

分
を
加
え
て
い
る
た
め
、
嗜
好

性
も
良
い
と
言
う
。

「
飼
料
に
混
ぜ
て
与
え
る
と
、

ふ
ん
の
悪
臭
が
消
え
、
子
牛
が

下
痢
を
し
な
く
な
っ
た
。
堆
肥

に
ふ
り
か
け
る
と
ハ
エ
の
発
生

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
」
と

話
す
、
同
集
落
の
生
産
農
業

家
・
吉
留
さ
ん
。
同
様
に
、
犬
や

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
に
与
え
て
い
る
家

庭
で
も
土
着
菌
の
効
果
が
あ
る

と
い
う
。

ま
た
、
各
家
庭
に
設
置
さ
れ

て
い
る
生
ご
み
処
理
用
の
コ
ン

ポ
ス
ト
で
は
、
土
着
菌
を
混
ぜ

て
堆
肥
化
。
自
家
菜
園
に
活
用

す
る
こ
と
で
集
落
外
へ
の
生
ご

み
の
排
出
を
な
く
し
て
い
る
。



土着菌製造作業



平成１４年３月２９日 記事

町
の
補
助
に
頼
ら
な
い
自
立
時
興
の
集
落
つ
く
り
を
進

め
る
串
良
町
上
小
原
の
柳
谷
集
落
（
百
三
十
戸
）
に
手
作

り
の
土
着
菌
セ
ン
タ
ー
が
完
成
、
二
十
四
日
落
成
式
が
あ

っ
た
。
集
落
の
各
家
庭
か
ら
一
つ
ず
つ
提
供
し
て
も
ら
っ
た

民
具
を
保
存
・
展
示
す
る
「
お
宝
歴
史
資
料
館
」
も
併
設
。

地
域
学
習
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
。



上 ： 土着菌動機作業

左上下 ： 土着菌を畑に拡散





自然薯

トマト栽培





ぬかごからの苗

自然薯 植え付け



土着菌使用 水稲

土着菌無使用 水稲



平成１６年３月２２日 記事

土着菌（地中の微生物）を活用しユニークな各種事業を繰り広げる、串良町上
子原の柳谷集落（１３０戸）が、土着菌で発酵させた堆肥で育てたコガネセンガン
でオリジナル芋焼酎「やねだん（柳谷の意）」を製作。２１日集落内広場で発表会
があり、住民関係者が『柳谷の味』を堪能した。



焼酎 『やねだん』 発表会

集落全体でのパレード（左）

焼酎 『やねだん』 （右）





平成１８年５月 ４日 記事





























平成１６年６月１５日 記事

委員の自薦や、各農政局が推薦した１６０地域の中から

①安心・安全な食材供給

②バイオマスなど循環型の環境保全

③都市・農村交流

などで特に先駆的、独創的なところを選んでいる中、柳谷自治公
民館は、集落民のボランティア作業による土着菌を活用した畜産
ふん尿処理や遊休地を活用したサツマイモ生産を行い、土着菌、
サツマイモ販売で得た益金を、老人福祉や青少年育成に充てて
いる「行政に頼らない集落運動」が高く評価された。



受 賞 歴
～柳谷自治公民館～

・ 日本計画行政学会『計画賞』

最優秀賞受賞（地域づくり日本一） 2002.11.29

・ 2004年度

政府農村モデル選定

（食料・農業・農政政策推進本部） 2004.6.15

・半島地域活性化優良事例受賞

国土交通省 ・半島地域振興協議会長

（合同賞） ・半島地域振興対策議会議連協会長

・全国半島振興市町村協議会長

行政に頼らない『むら』づくり 2005.6.28
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T竹額縁



地域再生

• 円満な『和』を基本に 先人たちの偉業を称え
先輩の心を敬い、感動と感謝の活動。

• ビジネス感覚と地域経営学を共有し、情熱で
人を動かす。

• 人間は誰でも社会に貢献できる力を与えられ
ている。 （もったいな～い！！）

• リーダーよ！覚悟しろ！！

• まだまだ、地域活性化には行政依存が必要
であり、行政に大いなるエールを贈りたい。
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